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緒言

焔:tのJ充足モi生並にアレルゲ γ性に拭て Railliet,Ar-

thus, Goidschm.it,1) Jadassohn,2) Sne1J,:i) Baumeler,9> 

Dor任，.5）毛受日〉，阿部7），周8），高久9），篠崎，橋木10）松

本11）等の報告・があり近時池山12）は蜘虫抽出液をあIi製分

割して含水炭素割分に Arthus並に Schultz-Dale現役

を惹起する内子の存在を報告トしている。

そこで著者は家兎をJiJいて姻虫毒の強力なる抗毒京血

清が法り得るか，更に！尿姻虫毒と人相虫毒との兄疫学的

関連性即ち沈降反応 PrausnitzKuヨtner氏反応等につ

いて実験した。なお粗豚姻虫干言及びその分割分屑の他常

モノレモット引出腸f告に対する）？－~~！￥￥，立主に姻虫毒；吾作モル

モット刻山腸管に対する粗銅虫干5とその分割分問のJMF.!11

及びf1-種薬物のfr=m及び感作モノレモット易lJ出子宮に対す

る蛋叶割分の作j「j及び薬物のf1:}lJについて Schultz-Dale

術式によって実験し，知見を得たので、報告するD

I. B回虫毒¢抗毒原性

1) 豚姻虫免疫家兎血清の製訟法

粗豚姻虫毒：生理的食塩水7fr－液を健康な 2.5kg 前後の

家兎耳静脈へ0.64mg/kgより注射を始め第1表に示す

如く次第に注射量を増加せしめて免疫を行った。各定時

に採血して沈降価の測定す。

2) 粗豚姻虫毒と粗啄姻虫寄抗毒素血清との中和

実験方法

粗豚姻虫毒 M.L.D.30 mg/kgを0.85%生理的食塩

水に的解し，その 0.1cc中に200～300gモルモ ット静

脈注射2M.L.D.の毒素が含有する如く調製し，粗豚姻

虫毒抗存薬t血清は第1表最終免疫後1週間目採血した血

Mitsuo Nakajima: Study on Ascaristoxin. II. 

On the antigencity and aJJergencity of ascarist-

oxin. (Under the guidance of Prof. S. Hosoya 

of the Institute for Infectious Diseases, Tokyo 

University) 

149 

tr 1表 ~ll司虫毒免疫家兎血清の製造・

Date. J. g Pr. P V円 D.it J. g P.Va 
mg/k~ ・＂· e rng/kg 

Jan.'7th 0.64 Feb.1th 

8ゲ 0.64 2ゲ

8ゲ 1.28

9ゲ 6・－10

10ゲ G.40

11ゲ 12.80

12 'I 12.80 ×1「00

13ゲ 64.00

14 'I 64.00 

15ゲ 128.00

16 'I 128.00 

17ゲ 192.

18ゲ 192.00

19ゲ 192.00

20ゲ 192.00

21ゲ

22ゲ

23 'I 

21ゲ

25ゲ×10000

26ゲ 192.00

27 'I 19:2. 00 

28ゲ

29ゲ

30ゲ

31ゲ

3ゲ

4ゲ 192.00

5 'I 

6ゲ

7ゲ

8ゲ

9グ

10ゲ

11ゲ

J2ゲ

×10000 

13ゲ

14ゲ

15ゲ

16ゲ

17ゲ

18ゲ

J9ゲ 192.00

20ゲ

21ゲ

22 'I 

23ゲ

24ゲ

25ゲ

26ゲ ×10000 

清を用いた0.itj!J定の方法は第2表に示す通りであるo

実験成績

中和出来なかった場合は，モルモ ットは5分以内に搾

( 19 ) 
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第2表 虫回虫毒抗毒素血清の姻虫毒中和 粗豚畑虫毒と粗豚姻虫毒免疫家兎血清との沈降価と粗

人胸虫毒と粗豚蜘虫毒免疫家兎血清との沈降価とはほぼObserve 
No. Tested method ～～＼  24hrs 48hrs 一致し，交叉沈降性を有することが観察されたo

Immune Serum 5 cc 

Ascaristexin 0. 5cc 

A Physiological 
Saltwater 0.5cc 

以上 1.2ccずつ静注

Immune Serum 5 cc 

Ascaristoxin 0. 5cc 

B Physiological 
Saltwater 0.5cc 

0.3 ccずづ静注

Normal Serum 5 cc 

Ascaristoxin 0. 5cc 

C Physiological 
Saltwater 0. 5cc 

1.2ccずつ苦手注

O: life. 
e: death. 

－－－－～～ 

混幻1水放
11i！＼1llj 

和光間静置
町、時

0 
0 

0 

0 
0 

0 OGG 0・＠

••• • •• 

l蔀，咳蛾，呼殴困難， 2～3臣l飛躍， M臥，シャイネス

トーク呼吸しつつ雛死する。以上の方法で蜘虫高抗毒素

血清は，粗虫回虫毒を 2M.L.D.中禾11した。

3) 粗豚自国虫毒と粗豚姻虫詑免疫家兎血治及び粗人虫回

虫毒と粗豚姻虫毒との沈降反応

実験方法

重層法により実施した。

現段成績

}lf'53表 豚姻虫毒免疫家兎血清と人刺虫毒とのかじ降反臆

pi1uted ?f ,T ××××× Q w 
Observ~々竺~gen 別0・十百千万億単員

- ~附a

Pig ascaristoxin 3 3 21 

Human ascaristoxin A 3 3 2' 
II B 3 3 2' 

II c 3 21 1 

// D 3 3 2 

II E 3 3 2' 

// F 3 31 2 

η G 3 3 21 

A.B.C.D.E.F.G.: A氏， B氏の略
Hu：人ょ p採取した粗人姻虫毒

1' 0 0 Hu 

1' 0 0 Sa 

1' 0 0 η 

11 0 0 η 

1' 0 0 ’F 

11 0 0 ’F 

1 。。 η 

1 。。 II 

Sa：サシトニン五三人に内服せしめて排出した粗白畑
虫毒

4) 粗豚畑虫毒と粗人虫回虫主主：との Prausnitz-Kiistner

反応

実験方法

体重 500gのモルモット背部の脱毛後第4表のAとC

に粗豚畑虫誌免疫家兎血病・0.1ccづっB とD は対称と

して生理的食塩水0.1ccずつ注射後20時間目にAとB

には粗豚姻虫毒（10mg/cc）をC とD は粗人姻虫毒

(10 mg/cc）をそれぞれ 0.1ccを注射した後その部の紅

査の状態を観察した。

実験成績

j)f:;4表 粗豚虫回虫毒免疫家兎血清及び粗人
虫回虫毒と粗豚虫回虫免疫毒家兎血清
との Prausnitz-Kilstner反慮

D 
0 

ノ《

B 
0 

A 粗豚虫回虫免疫家兎血清と粗豚虫回虫毒との反慮
B 生理的食塩水と粗豚虫回虫毒との反庫、
c 粗豚虫回虫華免疫家兎血清と粗人虫回虫毒との反慮
D 生理的食塩水と粗人姻虫毒との反膳

Aとし共に陽性で蜘虫器注射後30分より発赤， 腫脹

が次第に強くなり 1時間目前後で最も著明で3～4時間

頃には反応消失するのである即ち粗豚虫毒と粗人姻虫毒

は相関的 Reaginを有する。

II. 岨虫毒のアレルゲン性

姻虫アレノレギ、戸に就て従来粗削虫毒それ自身のアレノレ

ギ、 F 様作用（抗原，抗体反応によらない作用）の害作用

について抄細なる報告がない．蜘虫毒のアレノレギ F の2

大別して考究すべきであると思考するので姻虫毒のアレ

ルギ F 様作則及び、アレルギ戸作月jに分けて報告する。

( 20 ) 
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2) 蜘虫毒感作モルモット刻出腸管に対する姻虫毒と

その精製分劃分屑の作用及び薬剤の影響。

感作方法

感作方法は健康な体重250g前後のモルモットに M.

L.D. 30 mg/kgの粗蜘虫毒5007静注後3週間自に放

血致死せしめて得た刻出腸管及び蛋白劃分は M.L.D.

0.5mg/kgを同様250g前後のモルモットに50r静注

後3週間目に別出して得た腸管について行った。

図 VI

粗虫回虫毒感作モルモット腸管に対し CA.Be. Pr.畠j

分が除感作し得るかについて行った実験で C.A', Be, 

Pr，共に除感作し得た。

関 VII

1) 粗豚姻虫毒とその分割精製劃分の健常モルモット

刻出腸管に対する作用

実験方法

250～300g前後の健常モルモット刻出腸管に対し粗

豚姻虫毒（C.A.）その精製分割即ち蛋白割分（Pr)Be-

nedkt陽性劃分（Ss叉は Be）脂肪割分（F）それぞれ

Schultz-Dale術式によって作用を実験し Histamine

(Hi), Acethyl-Cholline (Ac）を対称とした。

実験成績

図 I

CAが健常劉出腸管に対し如何に作mするか行った実

験で CAlrの作用で、腸管は弛緩的に作.rnし 100Tでは

腸管は牧縮する。

図 II

CA 1000 T作間後水洗更に 1000r 2回作JiJしでも再

度腸符は取締せず更に Histamin1 r作用しても腸管は

取締しなかった。腸管交換後再度 CAを作月jし Acetyl

Cholline 1.0 T作用すると Histamineと異り腸管は牧

縮した。

図 III

lil I 
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CA 1000 7腸管に作用した場合 Benadrylで腸管の弛

緩が起るか行った実験で， 1000r CAによる腸管は 1r

の Benadrylの作用で弛援した。

図 V

CA精裂分劃分屑即ち Pr,Be. Liが腸管を収縮する

かについて実施した実験で、 Pr,Be. Liそれぞれ 100r 

の作丹jで腸管は牧縮しなかった。

( 21 ) 
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粗胸虫毒感作モルモット刻出腸管に対する C.A. Pr. 

Be. Hi. Ac作用後に於ける Atropin処理の影響につい

て行った実験で、 CA.Pr. Be. Ac による腸管の牧縮は

Atropinで弛緩したが Hiは弛緩しなかった。

図 VIII

粗自国虫毒感作モルモット易um腸管に対する CA.Pr. 

Be. Hi Acに於ける Atropin前処置の影響について行

った実験で、 CA.Pr. Hiは腸管収縮し ACはj放縮しな

かったO

図 IX

蛋白劃分感作モルモット刻出腸管に対する Prの作HJ
蛋白割分 Benadryl陽性重u分について行った実験で Pr

50 Tで牧縮した腸管を lrの Benadryl で弛緩ぜしめ

TこO

図 X

蛋白割分が除感作し得るかについて行った。実験で除

感作し得ることが観察された。
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考案並に総括

1) 姻虫毒抗毒素血清の製造に於て2M.L.D.の粗胸

虫毒を中和したことは第2表に示す通りであるが，強力

なる抗毒素血清の製造は至難と思われるが，抗毒素原性

を有するととが観察された。

〔寄生虫学雑誌・第 3巻・第 2号

2) 人畑虫者と豚姻虫毒とは交叉沈降性及び交叉

Pra usnitz-Kiistver反応陽性であって，この両毒素の問

に相関的 Reaginを有する。

3) 粗鋼虫寄はアレノレギ｛様作用を有し叉除感作間を

有するD 粗姻虫毒の侵襲点と Histaminとは同一侵裂

点を有するが AcethylChollineとは侵袈点を異にする

ものと思考されるO

4) 粗姻虫毒のアレルギ｛様作用は Benadrylで阻止

される。

5) 粗~！回虫分割和製分間、はアレノレギ｛検作用を有しな
し、。

6) 粗姻虫毒蛋白割分， Benedikt陽性割分はアレノレ

ゲシ性を有する。

7) 粗鋼虫毒感作モルモット刻出腸管に対し粗畑虫毒

蛋白劃分， Benediktl場l生割分｛乍m後 Atropin 0 . 01次

1 cc添加で Acethyi心hollineと同様腸管弛援したが，

Histaminは弛援しなかった。 叉 Atropin前処置後は

粗阻虫毒蛋白割分， Benedikt陽性劃分は Histam.inと

同様腸管の牧縮を行い。 Acethyl-Chollineは敢縮を起

さなかった。

8) 畑虫毒蛋白感作モノレモット刻出腸管に対し蛋白書j

分の作用で腸管J断結し除感作し得るので再度アレルゲシ

性を有することを確認した。

本研究実施に際し終始御指導御校関きこ賜づた東京大学

伝染病研究所細谷省吾教授に感謝すると共に同研究室本

間博士並びに予防街生研究所血清学部石坂公成先生に深

謝する。
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